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　売上面では、国内医療用医薬品はガチフロが前年の緊急安全性情報の影響をうけ、前年を下回る実績で推移
し５１５億円（前年比▲5.7%減）となりました。海外売上は、ＢＭＳ社およびアラガン社向けの輸出が増加したもの
の契約一時金収入の減少により８５億円（前年比▲5.4%）となり、その結果、連結売上高は６５０億円（前年比
▲5.2%減）となりました。
　利益面では、連結営業利益は８７億円（前年比▲29.1%減）となりましたが､当期純利益は厚生年金基金の代行
部分返上による特別利益計上等により５６億円（前年比38.1％増）となりました｡
　単体では､売上高６３５億円（前年比▲5.5%減）､営業利益８７億円（前年比▲28.8%減）､当期純利益５５億円（前
年比51.7%増）となりました。
　来期は、薬価改定（改定率3.7%）の影響や契約一時金収入の減少が見込まれるものの、キプレス、ガチフロなど
国内医療用医薬品売上の増加により、連結売上高６６０億円（前年比1.4%増）を見込みます。利益面は、研究開
発費の増加により連結営業利益６５億円（前年比▲25.8%減）、連結当期純利益３４億円（前年比▲40.3%減）を見
込んでいます。
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し５１５億円（前年比▲5.7%減）となりました。海外売上は、ＢＭＳ社およびアラガン社向けの輸出が増加したもの
の契約一時金収入の減少により８５億円（前年比▲5.4%）となり、その結果、連結売上高は６５０億円（前年比
▲5.2%減）となりました。
　利益面では、連結営業利益は８７億円（前年比▲29.1%減）となりましたが､当期純利益は厚生年金基金の代行
部分返上による特別利益計上等により５６億円（前年比38.1％増）となりました｡
　単体では､売上高６３５億円（前年比▲5.5%減）､営業利益８７億円（前年比▲28.8%減）､当期純利益５５億円（前
年比51.7%増）となりました。
　来期は、薬価改定（改定率3.7%）の影響や契約一時金収入の減少が見込まれるものの、キプレス、ガチフロなど
国内医療用医薬品売上の増加により、連結売上高６６０億円（前年比1.4%増）を見込みます。利益面は、研究開
発費の増加により連結営業利益６５億円（前年比▲25.8%減）、連結当期純利益３４億円（前年比▲40.3%減）を見
込んでいます。
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―１．０１▲12.8％９１,８５６１０２,３５６９９,７５０株主資本

―１．０１▲13.3％１２１,３５５１３４,４７２１２５,４７６総資産

―１．０３―68.76円※60.55円51.27円EPS

▲40.3%１．０３38.1％５,６９２４,１１７２,９５１当期純利益

▲20.9%１．０３▲32.9％８,５９７１２,２１０９,７８６経常利益

▲25.8%１．００▲29.1％８,７６６１１,９６１９,０４９営業利益

1.4%１．０２▲5.2％６５,０６１６２,３９５５５,８３２売上高

前年比連単倍率前年比04年3月期02年3月期01年3月期
単位：

（百万円）

※２００1年１１月２０日付けをもって額面普通株式１株を１.５株に分割

２００４年３月期 決算概観（連結）
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前年増減額前同比売上比実績売上比実績

４，１２０

▲２，６３９

６，６０７

８，０８８

４１

４，７５７

１２，８０５

８２２

３８４

１２，３６７

３５，０４５

（７，００９）

４７，４１３

２１，２０５

６８，６１８

０３年３月期

6.0%

▲ 3.8%

9.6%

11.8%

0.1%

6.9%

18.6%

1.2%

0.6%

18.0%

51.1%

10.2%

69.1%

30.9%

100.0%

１，５７１38.1%8.7%５，６９２当期純利益

３，０２３＊0.6%３８３法人税等調整額

▲３，２０９▲48.6%5.2%３，３９８　法人税・住民税

　　　　　及び事業税

１，３８５17.1%14.5%９，４７４税金等調整前

当期純利益

５，３４１

▲　　２５１

＊

▲5.3%

8.2%

6.9%

５，３８２

４，５０６

　特別利益

　特別損失

▲４，２０７▲32.9%13.2%８，５９７経常利益　

▲　　２７５

３３０

▲33.5%

85.9%

0.8%

1.1%

５４６

７１５

　営業外収益

　営業外費用

▲３，６０１▲29.1%13.5%８，７６６営業利益

▲１，１４０

（１，２０９）

▲ 3.3% 

(17.2%)

52.1%

12.6%

３３，９０５

（８，２１９）

販売費及び一般管理費

（うち研究費）

▲４，７４１▲10.0%65.6%４２，６７１売上総利益

１，１８４5.6%34.4%２２，３８９　売上原価

▲３，５５７▲ 5.2%100.0%６５，０６１売上高

０４年３月期

損益計算書の概要：連結
（単位：百万円）

＜適応範囲及び持分法の適用について＞
連結子会社５社：（株)杏文堂　（株）ビストナー　．
　　　　　　　　ビストナー壱号投資事業有限責任組合
　　　　　　　　 Kyorin USA、Inc　Kyorin Europe GmbH
持分法適応会社２社：日清キョーリン製薬（株）
　　　　　　　　　　　　　　　日本理化学薬品（株)

２



損益計算書の概要：連結－①
（単位：百万円）

＋１４６＋11.0%2.3%１，４７１1.9%１，３２５医薬品事業外

前年増減額前同比売上比実績売上比実績

▲１０２▲2.8%5.4%３，５１０5.3%３，６１２その他

▲４９１▲5.4%13.1%８，５３３13.2%９，０２４海外医療用

▲３，１１０▲5.7%79.2%５１，５４６79.6%５４，６５６国内医療用

▲３，５５７▲5.2%100.0%６５，０６１100.0%６８，６１８売上高

０４年３月期０３年３月期

３

　＜当期のポイント＞　　　　　

　　　対前期　　　対見込み

　　売　上　高 ６５,０６１百万円　（▲３６億円）　(▲　２億円)

　●国内医療用　５１,５４６百万円　（▲３１億円）（▲１８億円）

　＝プラス要因＝　前期実績　　当期実績

　　・キプレス続伸　　６４　→　　９８　（＋３４）

　　・ムコダイン　　１７１　→　１８０　（＋　９）

　　＝マイナス要因＝

　　・ガチフロ　　　　４７　→　　１７　（▲３０）

　　・国内医療用その他６５　→　　２５　（▲４０）

　　＊大日本製薬のガチフロキサシン売上減少

　●海外医療用　　８,５３３百万円　（▲５億円）　（＋２０億円）

　＝プラス要因＝

　　・ガチフロ　　　　５１　→　　７１　（＋２０）

　　　＊ＢＭＳ社「テクイン」の下げ止まり　

　　　アラガン社 点眼剤「ザイマー」の上市（４月）

　＝マイナス要因＝

　　・ノルフロキサシン１５　　→　１１　（▲　４）

　　・契約一時金収入の減少

　●その他　　　　３,５１０百万円　　（▲１億円）（▲　６億円）

　　・ミルトン 　　 　３０　　 → ２７　（▲　３）

　●医薬品事業外　１,４７１百万円　　（＋１億円）（＋　２億円）

　（販売促進、広告の企画制作）



損益計算書の概要：連結－②
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞

▲３，５５７▲ 5.2%100.0%６５，０６１100.0%６８，６１８売上高

前年増減額前同比売上比実績売上比実績

１，５７１38.1%8.7%５，６９２6.0%４，１２０当期純利益

３，０２３―0.6%３８３▲ 3.8%▲２，６３９法人税等調整額

▲３，２０９▲48.6%5.2%３，３９８9.6%６，６０７　法人税・住民税

　　　　　及び事業税

１，３８５17.1%14.5%９，４７４11.8%８，０８８税金等調整前

当期純利益

５，３４１

▲２５１

―

▲5.3%

8.2%

6.9%

５，３８２

４，５０６

0.1%

6.9%

４１

４，７５７

　特別利益

　特別損失

▲４，２０７▲32.9%13.2%８，５９７18.6%１２，８０５経常利益　

▲２７５

３３０

▲33.5%

85.9%

0.8%

1.1%

５４６

７１５

1.2%

0.6%

８２２

３８４

　営業外収益

　営業外費用

▲３，６０１▲29.1%13.5%８，７６６18.0%１２，３６７営業利益

▲１，１４０

（１，２０９）

▲3.3%

（17.2%）

52.1%

12.6%

３３，９０５

（８，２１９）

51.1%

10.2%

３５，０４５

（７，００９）

販売費及び一般管理費

（うち研究費）

▲４，７４１▲10.0%65.6%４２，６７１69.1%４７，４１３売上総利益

１，１８４5.6%34.4%２２，３８９30.9%２１，２０５売上原価

０４年３月期０３年３月期

■ 売上原価 　　　　　　　　　２２，３８９百万円　　（＋１２億円）

　●売上原価率　３０．９％　→３４．４％　（＋３．５ポイント）

　　【原価率上昇要因】

　　・一時金収入の減少、原価率の低いガチフロ錠の売上減

■ 研究開発費　　　　　　　　　８，２１９百万円　　（＋１２億円）

　●研究開発費率１０．２％　→１２．６％　（＋２．４ポイント）

■ 販管費（除R＆Ｄ費）　　　２５，６８６百万円　　（▲２４億円）

　●販管費率　　　４０．９％　→３９．５％　（▲１．４ポイント）

　　・研究開発費は約１２億円増加したが、販売費等の削減

　　　努力により研究開発費を除く販管費は約２４億円減少

■ 営業利益　　　　　　　　　　　８，７６６百万円　　（▲３６億円）

　●営業利益率　１８．０％　→　１３．５％　（▲４．５ポイント）
　　

■　経常利益　　　　　　　　　　８，５９７万円　　　　（▲４２億円）

　●経常利益率　１８．６％ → １３．２％　（▲５．４ポイント）

　【営業外収益】　　２７５百万円減

　【営業外費用】　　３３０百万円増

■　当期利益 　　　　　　　　　５，６９２百万円　　（＋１６億円）
【特別利益】　　５,３４１百万円増
　　・厚生年金基金代行部分返上益　４，４７５百万円　
【特別損失】　　　２５１百万円減
　　・固定資産売却・除却損　　　　　　１，７７１百万円
　　・固定資産臨時償却益　　　　　　　１，３３０百万円
　　・特別退職金　　　　　　　　　　　　　１，０７１百万円　　　

４



100.0%

75.2%

3.1%
0.7%
71.9%
0.0%
0.0%
▲0.5%

24.8%

13.5%

11.3%

27.8%

72.2%

構成比 前期末増減構成比実　績実　績

▲18，605100.0%１２１，３５５１３９，９６１総資産合計

▲13，46175.7%９１，８５６１０５，３１８資本合計

3.6%
0.8%
86.3%
2.0%
0.0%
▲17.0%

４，３１７
９４９

１０４，７３５
２，４７８
▲４

▲２０，６１９

４，３１７
９４９

１００，６４３
６９
７

▲６６８

　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　その他有価証券評価差額金
　為替換算調整勘定
　自己株式

▲5，14424.3%２９，４９８３４，６４３負債合計

▲3，62612.6%１５，２３７１８，８６３固定負債

５，６１８
８，６４２

５，００３
１０，７７６

　支払手形及び買掛金
　その他流動負債

▲1，51811.7%１４，２６１１５，７８０流動負債

１４，７０２
４，８５８
２０，５９５

１５，０５８
５，２９３
１８，５１４

　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他

1，29133.1%４０，１５７３８，８６６固定資産

３９，２３５
２２，５６０
４，２２１
９，４０８
５，７７２

５７，６０７
２３，５２２
３，５２３
１０，８０９
５，６３１

　現金および預金
　受取手形及び売掛金
　有価証券
　棚卸資産
　その他流動資産

▲19，89666.9%８１，１９８１０１，０９５流動資産

０４年３月期０３年３月期

貸借対照表の概要：連結
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞

■流動資産：１９,８９６百万円減

　・現金、預金の減少　　　（１８,３７２百万円減）

　　自己株式の取得　　　　（１９,８９０百万円）

　・受取手形、売掛金の減少　（９６１百万円減）

　・有価証券の増加　　　　　　（６９７百万円増）　

　・棚卸資産の減少　　　　　（１,４００百万円減）

■固定資産：　１,２９１百万円増
　・有形固定資産の減少　　　（３５５百万円減）

　・無形固定資産の減少　　　　（４３５百万円減）

　・投資その他の増加　　　　（２,０８１百万円増）

■ 流動負債：　１,５１８百万円減

　・その他流動負債の減少　（２,１３３百万円減)　

■ 固定負債：　３,６２６百万円減

　・退職給付引当金の減少　（３,６４０百万円減)　

５



３，２１３

２，５０７

６，０３１

０２年３月期

２，７３５

２，４６５

６，１９１

０１年３月期

２，９０３

１，３０３

５，７６４

００年３月期
前同比実　績

３，６３７

３，３０１

７，００９

０３年３月期

３，２００

４，０００

１２，４００

０５年３月期

（見込み）

３１.７%４，７７４減価償却費

７１.８%５，６７０設備投資（計上ベース）

１７.３%８，２１９研究開発費

０４年３月期

研究開発費・設備投資･減価償却費の状況＜連結＞

＜設備投資の状況（実績／計画）＞

（実績）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０４年３月期実績　　　０５年３月期計画

新製品製造設備・製造機械設備（各工場） 　　　　３２億円　

支店社屋・社宅新築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９億円　

管理・販売設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９億円　　

（計画）

能代新製剤工場建設投資、その他生産設備（各工場）　　　　　　　　　　　　　　　　２９億円　

管理・販売設備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　７億円　

　　　　　

（単位：百万円）
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84.0%

20.1%

１８

９８

１２１

２９

４５

３８

４３

７５

１７

１７５

―

３１

０２年３月期

82.4%

15.8%

２３

５５

８６

２９

４０

３８

４５

７５

２１

１６１

―

―

０１年３月期

83.1%

13.4%

２５

２７

６９

３０

３３

３８

４８

７１

２６

１５５

―

―

００年３月期

自社品比率

海外売上比率

ノルフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

ガチフロキサシン
（バルク・ロイヤルティ含む）

海外売上合計

ミルトン
（哺乳ビン・乳首消毒剤）

ペンタサ
（潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤）

ロカルトロール
（骨粗鬆症治療剤）

アプレース
（抗潰瘍剤）

ケタス
（気管支喘息・脳血管障害治療剤）

バクシダ―ル
（合成抗菌剤）

ムコダイン
（去痰剤）

ガチフロ（自社販売）
（合成抗菌剤）

キプレス
（ロイコトリエン受容体拮抗剤）

４▲２５.７%１１１５

２８▲９.９% ２７３０

１１５　５２.１%９８６４

２７▲６２.６%１７４７

前 同 比実　績

７６４０.５%７１５１

84.0%―83.5%86.6%

１2.9%―13.4%13.4%

８３▲５.４%８５９０

＊

６１１３.３%６０５３

２４▲１０.８%２７３０

２４▲１３.６%２９３４

６９０.１%７０７０

７▲２０.７%９１２

１８５５.４%１８０１７１

０５年３月期

（見込み）

０４年３月期０３年３月期

（単位：億円）主要製品売上の状況

国
　
内
　
売
　
上

海
外
売
上

７



＊開発中でありますガチフロ注（PｈⅠ）につきましては、開発を中止いたします
　　
　
　＊：０３年１２月情報開示内容からの変更点を示す

○ 剤形追加
○ 用法・用量の変更
・万有製薬と共同開発

小児（１歳～５歳）用の新規製剤メルク社気管支喘息
治療剤

モンテルカストＰｈⅡ/Ⅲ

海外：英国においてＰｈⅠ終了（ＣＲＯ活用）
国内： 小野薬品工業と共同開発･販売

抗コリン作用が強く、口渇等の副作用軽減
が期待される。

自社
尿失禁治療剤

ＫＲＰ－１９７
（錠）

ＰｈⅢ

海外：英国においてＰｈⅠ終了（CRO活用）ＰＰＡＲαの選択的ａｇｏｎｉｓｔ。ＬＤＬコレステ
ロールおよび中性脂肪を低下させ、ＨＤＬ
コレステロールを高めることにより、トータ
ル的な脂質プロファイルの改善が期待で
きる。

自社高脂血症治療剤ＫＲＰ－１０１ＰｈⅠ

マルホと共同開発
日本初のネイルラッカー製剤。自社爪白癬治療剤

ぺキロン

ネイルラッカー
＊ＰｈⅢ

日清キョーリン製薬が単独で申請
・日清製粉グループ 日清ファルマと
　共同開発

・日清製粉グループ 日清ファルマと
　共同開発

選択性の高いβ３受容体作動薬｡高血糖
及び耐糖能、高インスリン血症を改善する
と共に血漿中TG、FFAを低下させる。

日清製粉
糖尿病治療剤
抗肥満剤

Ｎ－５９８４
（錠）

ＰｈⅠ

５－ＨＴ3と５－ＨＴ4拮抗作用を併せ持つ。日清製粉制吐剤
Ｎ－３３８９
（錠）

＊承　認

(０４年１月)

備　考特　徴起　源薬　効製品名・開発コード開発段階

開発品一覧①　（２００４年３月３１日現在）
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導出品の状況

自社合成抗菌剤ガチフロキサシン

点眼液

日本における開発、製剤及び販売権を供与

＊２００４年４月　第二部会通過（承認を了承）

申請中

（２００２年末）
千寿製薬

備　　考起　源薬　効開発段階導出先製品名・開発コード

開発品一覧②　（２００４年３月３１日現在）
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　０２年３月期の１株あたりの当期純利益は年間期中平均株式数（６７，９９６，６５０株）にて算出しております。
　０４年３月期の１株あたりの当期純利益は年間期中平均株式数（８２，１７９，０３４株）にて算出しております。

３，２１３

２，５０７

１，７３１人

７６．１％

４．１％

１，１８７．３０円

１０２，３５６

１３４，４７２

４，３１７

６０．５５円

４，１１７

（6.6%)

１２，２１０

（19.6%)

１１，９５７

(19.2%)

６，０３１

(9.7%）

３１，１０１

(49.8%)

１９，３３６

(31.0%)

６２，３９５

（１２，１２７）

０２年３月期

１，６５２人１，７１９人１，６９６人１，７１３人人員

２，９０３

１，３０３

８３．２％

４．５％

１，７００.２０円

９７，８６８

１１７，６０６

３，６２３

７４．８９円

４，３１０

（8.2%)

８，７９５

（16.7%)

８，６４６

(16.4%)

５，７６４

(10.9%)

２７，３８７

(51.9%)

１６，７４２

(31.7%)

５２，７７６

（６，９００）

００年３月期

２，７３５

２，４６５

７９．５％

３．０％

１，７３２.９８円

９９，７５０

１２５，４７６

３，６２３

５１．２７円

２，９５１

（5.3%）

９，７８６

（17.5%）

９，０４９

（16.2%）

６，１９１

（11.1%）

２８，８０８

（51.6%）

１７，９７４

（32.2%）

５５，８３２

（８，６４６）

０１年３月期

３，６３７

３，３０１

７５．２％

４．０％

１，２２２．６１円

１０５，３１８

１３９，９６１

４，３１７

４７．２１円

４，１２０

（6.0%)

１２，８０５

（18.6%)

１２，３６７

(18.0%)

７，００９

(10.2%)

３５，０４５

(51.1%)

２１，２０５

(30.9%)

６８，６１８

（９，０２４）

０３年３月期

４ ,０００５,６７０設備投資

３ ,２００４,７７４減価償却費

７５．７％株主資本比率 ％

５．８％株主資本利益率 ％

１,２３４．８０円一株当たり株主資本（円）

９１，８５６株主資本

１２１，３５５総資産

４，３１７４，３１７資本金

４５．１６円６８．７６円一株当たり当期純利益（円）

３,４００

(5.2%)

５，６９２

（8.7%)

当期純利益

（当期純利益率）％

６,８００

(10.3%)

８，５９７

（13.2%)

経常利益

（経常利益率）％

６,５００

（9.8%)

８，７６６

(13.5%)

営業利益

（営業利益率）％

１２，４００

（18.8%)

８，２１９

(12.6%)

研究開発費

（研究開発費率）％

―３３，９０５

(52.1%)

販売費及び一般管理費

（販管費率）％

―２２，３８９

(34.4%)

売上原価

（売上原価率）％

６６,０００

（８,３００）

６５，０６１

（８，５３３）

売上高

（輸出高）

０５年３月期

（見込み）
０４年３月期

主な業績項目の推移：連結
＜通　　期 ＞ （単位：百万円）
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損益計算書の概要：単体－①
＜単体＞ （単位：百万円）

前年増減額前同比売上比実績売上比実績

▲１０２▲2.8%5.5%３，５１０5.4%３，６１２その他

▲４９１▲5.4%13.4%８，５３３13.4%９，０２４海外医療用

▲３，１１０▲5.7%81.1%５１，５４６8１.2%５４，６５６国内医療用

▲３，７０４▲5.5%100.0%６３，５８９100.0%６７，２９３売上高

０４年３月期０３年３月期

　＜当期のポイント＞　　　　　

　　　対前期　　　対見込み

　　売　上　高 ６３,５８９百万円　（▲３７億円）　(▲　３億円)

　●国内医療用　５１,５４６百万円　（▲３１億円）（▲１８億円）

　＝プラス要因＝　前期実績　　当期実績

　　・キプレス続伸　　６４　→　　９８　（＋３４）

　　・ムコダイン　　１７１　→　１８０　（＋　９）

　　＝マイナス要因＝

　　・ガチフロ　　　　４７　→　　１７　（▲３０）

　　・国内医療用その他６５　→　　２５　（▲４０）

　　＊大日本製薬のガチフロキサシン売上減少

　●海外医療用　　８,５３３百万円　（▲　５億円）（＋２０億円）

　＝プラス要因＝

　　・ガチフロ　　　　５１　→　　７１　（＋２０）

　　　＊ＢＭＳ社「テクイン」の下げ止まり　

　　　アラガン社 点眼剤「ザイマー」の上市（４月）

　＝マイナス要因＝

　　・ノルフロキサシン１５　　→　１１　（▲　４）

　　・契約一時金収入の減少

　●その他　　　　３,５１０百万円　（▲　１億円）（▲　６億円）

　　・ミルトン 　　 　３０　　 → ２７　（▲　３）
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損益計算書の概要：単体－②
＜単体＞ （単位：百万円）

＜当期のポイント＞

前年増減額前同比売上比実績売上比実績

１，８７８51.7%8.7%５，５１２5.3%３，６３３当期純利益

２，８９１＊0.6%３８５▲ 3.7%▲２，５０６法人税等調整額

▲３，１７５▲48.6%5.3%３，３５６9.7%６，５３２　法人税・住民税

　　　　　及び事業税

１，５９５20.8%14.6%９，２５３11.3%７，６５８税引前当期純利益

５，３４３

▲１１６

＊

▲2.5%

8.5%

7.1%

５，３８３

４，５０６

0.1%

6.9%

４０

４，６２２

　特別利益

　特別損失

▲３，８６４▲31.6%13.2%８，３７６18.1%１２，２４１経常利益　

▲９１

２０７

▲15.8%

29.4%

0.8%

1.4%

４９０

９１４

0.9%

1.1%

５８２

７０６

　営業外収益

　営業外費用

▲３，５６４▲28.8%13.8%８，７９９18.3%１２，３６４営業利益

▲１，１８２

（１，２０９）

▲3.4%

（17.2%）

52.7%

12.9%

３３，５１５

（８，２１９）

51.6%

10.4%

３４，６９８

（７，００９）

販売費及び一般管理費

（うち研究費）

▲４，７４７▲10.1%66.5%４２，３１５69.9%４７，０６３売上総利益

１，０４３5.2%33.5%２１，２７３30.1%２０，２３０売上原価

０４年３月期０３年３月期

■ 売上原価 　　　　　　　　２１，２７３百万円　（＋１０億円）

　●売上原価率　３０．１％　→３３．５％　（＋３．４ポイント）

　　【原価率上昇要因】

　　・一時金収入の減少、原価率の低いガチフロ錠の売上減

■ 研究開発費　　　　　　　　　８，２１９百万円　　（＋１２億円）

　●研究開発費率１０．４％　→１２．９％　（＋２．５ポイント）

■ 販管費（除Ｒ＆Ｄ費）　　　２５，２９６百万円　　（▲２４億円）

　●販管費率　　　４１．１％　→３９．８％　（▲１．３ポイント）

　　・研究開発費は約１２億円増加したが、販売費等の削減

　　　努力により研究開発費を除く販管費は約２４億円減少

■ 営業利益　　　　　　　　８，７９９百万円　　　（▲３６億円）

　●営業利益率　１８．３％　→　１３．８％　（▲４．５ポイント）
　　

■　経常利益　　　　　　　８，３７６百万円　　　（▲３９億円）

　●経常利益率　１８．１％ → １３．２％　（▲４．９ポイント）

　【営業外収益】　　９１百万円減

　【営業外費用】　２０７百万円増

■　当期利益 　　　　　　５，５１２百万円　　　（＋１９億円）
【特別利益】　　５,３４３百万円増
　　・厚生年金基金代行部分返上益　４，４７５百万円　
【特別損失】　　　１１６百万円減
　　・固定資産売却・除却損　　　　　　１，７７１百万円
　　・固定資産臨時償却益　　　　　　　１，３３０百万円
　　・特別退職金　　　　　　　　　　　　　１，０７１百万円　　　
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貸借対照表の概要：単体
（単位：百万円）

＜当期のポイント＞

100.0%

75.2%

3.1%
0.7%
71.9%
0.0%
▲0.5%

24.8%

13.6%

11.2%

28.5%

71.5%

構成比 前期末増減構成比実　績実　績

▲18，880100.0%１１９，６０４１３８，４８４総資産合計

▲13，64875.7%９０，５４３１０４，１９１資本合計

3.6%
0.8%
86.5%
2.0%
▲17.2%

４，３１７
９４９

１０３，４６２
２，４３０
▲２０，６１６

４，３１７
９４９

９９，５４７
４２
▲６６４

　資本金
　資本剰余金
　利益剰余金
　その他有価証券評価差額金
　自己株式

▲5，23224.3%２９，０６０３４，２９３負債合計

▲3，58812.7%１５，１８４１８，７７２固定負債

１，２３７
３，８０６
８，８３１

１，０７７
３，３５４
１１，０８８

　支払手形
　買掛金
　その他流動負債

▲1，64411.6%１３，８７５１５，５２０流動負債

１４，６６７
４，８５５
２０，５４３

１５，０１２
５，２８９
１９，１５８

　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他

60533.5%４０，０６６３９，４６０固定資産

３８，０８９
４５１

２１，６９４
４，１０９
９，４１６
５，７６９

５５，９８６
５２３

２２，６９４
３，４１２
１０，７８２
５，６２４

　現金および預金
　受取手形
　売掛金
　有価証券
　棚卸資産
　その他流動資産

▲19，48666.5%７９，５３７９９，０２３流動資産

０４年３月期０３年３月期

■流動資産：１９，４８６百万円減

　・現金、預金の減少　　　（１７,８９６百万円減）
　・自己株式の取得　　　　（１９,８９０百万円）

　・売掛金の減少　　　　　　　（９９４百万円減）

　・棚卸資産の減少　　　　（１，３６５百万円減）

■固定資産：　　　６０５百万円増

　・有形固定資産の減少　　（３４５百万円減）
　・無形固定資産の減少　　　（４３４百万円減）

　・投資その他の増加　　　（１，３８５百万円増）

■流動負債：　１,６４４百万円減　

　・その他流動負債の減少（２ ,２５６百万円減）

■固定負債：　３,５８８百万円減

　・退職給付引当金の減少（３ ,６１０百万円減）
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２，９０３

１，３０３

１，６７７人

８３．４％

４．４％

１，６９７.９４円

９７，７４０

１１７，１５４

３，６２３

７２．８７円

４，１９４

（8.1%)

８，５９５

（16.7%)

８，４９５

(16.5%)

５，７６４

(11.2%)

２７，１９７

(52.8%)

１５，８２６

(30.7%)

５１，５１８

（６，９００）

００年３月期

２，７３０

２，４６５

１，６４８人

７９．７％

２．８％

１，７２８.１９円

９９，４８２

１２４，７９８

３，６２３

４８．６５円

２，８００

（5.1%）

９，５２４

（17.4%）

８，９８０

（16.4%）

６，１９１

（11.3%）

２８，５８９

（52.3%）

１７，１０２

（31.3%）

５４，６７１

（８，６４６）

０１年３月期

３，２０７

２，５０７

１，６７１人

７６．２％

３．８％

１，１７９.７３円

１０１，７０３

１３３，４２７

４，３１７

５５．６７円

３，７８５

（6.2%)

１１，８１６

（19.3%)

１１，８６５

(19.4%)

６，０３１

(9.9%)

３０，８８９

(50.5%)

１８，３７６

(30.1%)

６１，１３１

（１２，１２７）

０２年３月期

３，６２６

３，３０１

１，６５８人

７５．２％

３．５％

１，２０９．５４円

１０４，１９１

１３８，４８４

４，３１７

４１．６３円

３，６３３

（5.3%)

１２，２４１

（18.1%)

１２，３６４

(18.3%)

７，００９

(10.4%)

３４，６９８

(51.6%)

２０，２３０

(30.1%)

６７，２９３

（９，０２４）

０３年３月期

１,５９７人人員

３ ,２００４，７６３減価償却費

４ ,０００５，６６８設備投資

７５．７％株主資本比率 ％

５．７％株主資本利益率 ％

１，２１７．０９円一株当たり株主資本（円）

９０,５４３株主資本

１１９,６０４総資産

４，３１７４，３１７資本金

４３．８４円６６．５９円一株当たり当期純利益（円）

３，３００

(5.1%)

５，５１２

（5.3%)

当期純利益

（当期純利益率）％

６，６００

(10.2%)

８，３７６

（18.1%)

経常利益

（経常利益率）％

６，５００

(10.1%)

８，７９９

(18.3%)

営業利益

（営業利益率）％

１２，４００

(19.2%)

８，２１９

(12.9%)

研究開発費

（研究開発費率）％

―３３，５１５

(52.7%)

販売費及び一般管理費

（販管費率）％

―２１，２７３

(33.5%)

売上原価

（売上原価率）％

６４，５００

（８，３００）

６３，５８９

（８，５３３）

売上高

（輸出高）

０５年３月期

（見込み）
０４年３月期

主な業績項目の推移：単体
＜通　　期 ＞ （単位：百万円）

　０２年３月期の１株あたりの当期純利益は年間期中平均株式数（６７，９９６，６５０株）にて算出しております。
　０４年３月期の１株あたりの当期純利益は年間期中平均株式数（８２，１８３，３４５株）にて算出しております。　 １４


